
構造解析高分子

樹脂添加剤の総合分析
( 株 ) 三井化学分析センターは長年の経験、知見から添加剤分析を行っている。
多くの標品および分析データベースを元にした迅速、高感度な定性・定量分析ができる。
TOF-SIMS、ナノ IR分析により、樹脂中の添加剤分布を把握することができる。

analysis of polymer additives 酸化誘導時間(OIT)定性・定量分析

樹脂中の添加剤分布の分析

Comprehensive Analysis of Polymer Additives
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多くの標品および分析データベースを元にした
迅速、高感度な定性・定量分析

酸化劣化への耐性を相対比較する簡便な手段
光、熱、水分への暴露により添加剤の有効量が
減るとOIT が短くなる
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①深さ方向分析 (TOF-SIMS)
　試料：多層フィルム

②浸込み分析 (ナノ IR)　
　試料：可塑剤浸込みポリスチレン
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青色食品用多層フィルムのGCIB-TOF-SIMSによるデプスプロファイル（正二次イオン）

イルガフォス 168、ジグリセリンオレート、P-EPQ、
イルガノックス1076、フタロシアニン銅
168や P-EPQ、ジグリセリンオレートは
表面ブリードアウトが顕著、1076の
ブリードアウトは少ない
フタロシアニン銅はPE/NY6層に存在し、NY6、
PEそれぞれの単独層には存在しない

PE PE+NY6 PE NY6
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I  :Irgafos®168酸化物 (  )
II  :Irgafos®168(  )
III  :ジグリセリンオレート (  )
IV :Irgafos®P-EPQ酸化物 (  )
V  :Irganox®1076(  )
VI :フタロシアニン銅 (  )
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可塑剤由来の吸収強度分布の
イメージング像（断面）

表面

内部5μm

ポリスチレン板表面から２μm程度まで
可塑剤が侵入していること、表面に近い
ほど可塑剤濃度が高いこと、また偏在し
て分布していることがわかる

樹脂添加剤の総合分析組成 経時変化

分布

株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp
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